
  
 
 

 
 

６月 30 日、第１回学校運営協議会が行われま
した。学校運営協議会は、昨年度から福江中学
校が導入している「コミュニティスクール（ＣＳ）」
の中核をなす会議です。学校運営について、委員の方から意
見をいただき、学校と地域が同じ目的をもって、子どもの教
育を行っていくためのしくみです。 

            
  

             

 

笑顔 感動 

みんなで伸びる 

学校運営協議会 

今までの学校は 

ところで、コミュニティスクールって 

何なの？ 

 
学校は、地域や保護者の方にいろいろなご支援をいただいています。しかし、「どんなの目的

で授業や活動をするのか」「どんな目的で行事をするか」「どんな生徒を育てていくのか」とい
ったことは、すべて学校の先生が決めて、教育を行ってきました。 

学校の先生だけで決めて、なぜいけないの？ 

いけないわけではありません。しかし、今、社会は大きく変化し続け、地域にはそれぞれの

課題があります。人口減少、少子高齢化、地域経済の衰退などもその一つです。今まで以上に、地
域を愛し貢献できる人や社会の中でいきいきと活躍できる人を育てていかなくてはなりませ
ん。しかし、学校の先生の発想や思いだけでは限界があります。 

これからは「子どもたちにこんなふうに育ってほしい」という地域の皆さんの思いや知恵を
生かし、地域とともに子どもたちを育てていく学校にしていきたいわけです。 

それじゃあ、コミュニティスクールって、何するの？ 

学校の様子が特に変わるわけではありません。学校で学習する内容の多くは、「学習指導要
領」をもとに学校で決めていきます。しかし、何もかもすべて学校が決めて進めていったら、
学校と地域・社会との距離はますます遠くなってしまいます。「コミュニティスクール」とは、学

校運営協議会やその下にある専門部会などでの話し合いを通して、地域の方の思いを生かした活

動を行える学校にしていくことです。「地域とともにある学校」を目指すのです。 
例えば、「地域の奉仕活動を、地域の役員と生徒で一緒に考えて、地域に参画することを経験

させたいね」とか「職場体験で、職場の人が地域活性化のために工夫をしていることを感じさ
せたいね」といった願いを学校と地域とが共有して行事を行えば、それこそがコミュニティス
クールになるわけです。実は、以前からすでに取り組んできたこともあるわけです。 

地域コーディネーター・地域ボランティアの方を中心とした地域の方の学校支援のしくみづ
くりや、保育園・小学校・高校、様々な組織・団体と連携していくことも、コミュニティスク
ールの一環ということになります。 
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